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プレゼンテーションのノート
総合研究大学院大学の小松と申します。本日は、永田がお話させていただく予定でしたが、急遽参加が叶わなくなり、小松が代理で発表を務めさせていただきます。



総合研究大学院大学とORCID

本日の内容

総研大の紹介

ORCID導入の背景とねらい

ORCID導入の利点

ORCID iD登録説明会＠総研大

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
総研大では、昨年度にメンバーに加入し、今年度よりORCIDの運用を開始いたしました。本日は、総研大の紹介と、ORCID導入までの経緯、利点、それから説明会の様子をお話したいと思います。



総研大：大学共同利用機関等の研究環境を活用した教育

学問諸分野で先端的な研究を行なっている大学共同利用機関等の高度で優れた研究環
境を活用して教育を実施。

国立天文台
岡山天体物理観測所

国立民族学博物館

国際日本文化
研究センター

国立遺伝学研究所

国立天文台野辺山宇宙電波観測所

JAXA宇宙研究開発機構宇宙科学研究所

国立天文台
水沢VLBI観測所

高エネルギー
加速研究機構
（つくばキャンパス）

高エネルギー
加速研究機構
（東海キャンパス）

分子科学研究所
生理学研究所
基礎生物学研究所

核融合科学
研究所 総研大 本部

（葉山キャンパス）

国文学研究資料館
統計数理研究所
国立極地研究所

国立天文台

国立情報学研究所

国立歴史民俗博物館

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
総研大は、大学共同利用機関等の研究施設を活用し、学生は研究機関で研究を行いつつ学位を取得するという教育を実施しています。一橋講堂の上の階にある、情報研を含め、全国の大学共同利用機関に20専攻を配置し、毎年100人程度の学生が入学しています。日本のみでなく、海外の天文台や南極昭和基地で研究を行う学生もいます。本部は神奈川県の葉山にあり、全学の教育を取りまとめています。



ベースストーン教育
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する力
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分野によらず広く研究者として必
要になる基礎的な能力を育成

社会の様々な場面で活躍できる総合力を備えた研究者

総研大：専門教育と全学教育を組み合わせたカスタムメイド教育
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プレゼンテーションのノート
先ほどのスライドでご紹介した通り、本学の学生にとっては、研究所での専門研究が大きな基盤となっています。そこで総研大としては、専門教育に加え、広い視野、国際的な通用性を高める教育を提供しています。このように、各研究所すなわち専攻での専門教育に加え、国際性・キャリアを切り開く力、研究展開力や発信力、学問を俯瞰する力を支える支援を行っております。



◆学位取得後は約６割の学生が研究職に着任

（研究職：大学教員、大学共同利用機関教員、民間研究所等の
研究職、ポスドク等）

◆在学生の約２７％が留学生

※大学院全国平均は約１５％（総務省統計局 日本の統計２０１５）

総研大卒業生の進路

国際的に活躍
する研究者を
育てる教育

ORCID
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このように教育を受けた学生さんたちの進路ですが、約６割が研究職に進んでおります。また、本学は留学生が多いのも特徴で、全国平均15%に対し、1/3近くの留学生を受け入れています。このように、卒業後は国際的に活躍する研究者を育てるために、どのような教育が必要なのか？本学では、この課題に対応することが急務となっています。そこで、ORCIDを教育に活用することにいたしました。



各専攻に在籍する
学生の研究実施状
況の把握

授業科目以外の活
動状況の把握

ORCID導入のねらい

ORCID活用による総合管理

学位取得後の所
属の異動の把握

論文出版状況の
把握

修了生ネットワー
クへの活用

SOKENDAI短期派遣・長期
インターンシッププログラム

区分①海外短期派遣

（４週間未満・上限４０万円）

区分②長期の共同研究・調査活動等

（４週間以上・上限１００万円）

 研究論文出版補助

学生が主著者の論文の投稿・掲載に

要した費用の助成（上限20万円）

学生の研究実施状況 大学からの研究支援 修了生の追跡
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まず、大学としての観点から見たORCID導入のねらいをご紹介します。本学では、学生さんは基本的には研究所で研究を行うという環境下で、まず大きな課題として、学生の研究実施状況が見えにくい、という状況があります。学生の履修状況は本部で把握していますが、それ以外の活動についても、把握をしたいと考えています。次に大学の研究支援という面では、本学が行っている研究支援、例えば海外短期派遣やインターンシッププログラム、や研究論文の助成の成果等と、学外にも発信し、活用したいという状況がありました。修了生の追跡という面では、卒業生が研究者として異動する中で、所属や、論文出版状況のフォローをしたい、さらに修了生ネットワークも広げたい、と考えています。そこで、ORCIDを活用することで、これらの状況を総合的に管理することといたしました。



入学

学位取得

入学時合宿（フレッシュマン
コース）時にORCID iDの付与

卒業後はORCID iDに
より研究状況を把握

総研大修了生ネットワーク

・専攻別/学年別の
論文出版状況
・国内共著・国際
共著状況

総研大ORCID
イメージ

在学中

・論文出版情報を把握
・研究費グラント・受賞
等の成果の把握
・学位審査に係る研究成
果を集約

・修了後の研究状況
分析
・所属の異動調査

情報分析

各専攻で
研究海外派

遣・イン
ターン
支援

論文出
版支援
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こちらはORCIDのイメージ図です。総研大では、入学式直後に、フレッシュマンコースという４日間の合宿を行い、研究者としてスタートする際に必要な知識の教育を行います。今年度より、この日に、オーキッド説明会を行い、ORCID ID付与の手続きを始めました。在学中は、各研究施設すなわち専攻で研究を行いますが、ORCIDにより、論文出版情報、研究費の状況、また学位審査に関する研究成果を集約する予定です。さらに、本学で行っている出版補助や研究助成の情報についても、ORCID上にとりまとめる予定です。学位取得後は、ORCID　IDを活用して、研究状況を把握することが可能となります。本学としては、このような情報を取り出して分析が可能となる予定です。



総研大学生へのメリット

 自分の研究・研究助成等の研究レコードを
集約できる

 研究ポートフォリオ活用の習慣が身につく

 信頼できるデータに基づく対外的なアピー
ルができる

 DOIが付与されていない研究発表も入力で
きる

ORCID導入の利点

大学へのメリット

 自然科学研究機構との連携を検討中

機構に所属する研究者は機構が管理、所属学生は総研大が管理

 総研大の研究実態の可視化

 在学生の論文出版等の研究成果

を最新の状態で把握できる

 総研大教育プログラムの効果について
の継続的な調査・分析が可能となる

 修了生の所属の移動・研究状況をフォ
ローできる

今後（大学共同利用機関との連携） 今後の課題・方向性
・ORCID更新の動機付け
・学務システムとの連携
・研究助成申請書との連携
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こちらに、ORCID導入の利点をまとめました。学生側の視点としては、まず第一に、自分の研究レコードを集約・アピールでき、それを常に最新の情報を保つという教育効果が得られるということです。大学側の視点では、在学生の論文出版等の最新の研究成果を把握することができ、それらに総研大教育がどのように関わったかという分析が可能となります。修了後の追跡調査としても効果的なツールです。今後は、大学共同利用機関と連携し、総研大の学生に関わる研究等、総研大としての研究実態の可視化が進められたらと考えています。今後の課題としては、ORCID更新のインセンティブをどうやって保つか、という課題があります。そこは、学務システムや研究助成の申請との関連付けをすることで、良い形で進めていきたいと考えています。



ORCID iD登録説明会

2018年4月10日13:45-14:30

入学式直後・フレッシュマンコース
（新入生合宿）初日に開催

参加者 ５６名

【プログラム】

・ORCIDについての説明

・ORCID iDの登録方法についての説明

大学ウェブサイトでもORCIDの詳
細を説明

在学生については、６月中に専攻
を通じて登録依頼の周知を予定。

ORCID説明会
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今年４月に行った、ORCID登録説明会の様子です。入学式の直後に、短い時間でORCIDについての紹介と、IDの登録方法に関する説明を行いました。大学のウェブサイトでもORCIDについては周知を行っており、在学生については、各専攻を通じて、ORCID登録の依頼を予定しています。
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